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  ６月の歩こう会は久しぶりの北九州方面に向かい、「小倉城」そして併設されている「小倉城庭園」「松本清張記念館」を訪れた。途中、「八坂神社」にも参拝した。小倉城は、こういう機会がないとなかなか足が向かなかった名所である。
　参加者7名が小倉駅に集合した。あいにくの小雨が降り始めたが、活気のあるアーケード街を抜け、小倉城と小倉城庭園に向かった。
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小倉城は、関が原合戦の功労で入国した細川忠興によって1602年に築城されている。
小倉城の天守閣は「唐造り（からづくり）の天守」と呼ばれ、４階と５階の間に屋根のひさしがなく、５階が４階よりも大きくなっているのが特徴となっている。全国唯一の珍しい天守閣である。
細川忠興の夫人は、明智光秀の娘、ご存じガラシャである。そして、忠興が藩主であった時代に、細川藩の剣術指南役であった佐々木小次郎が巌流島で宮本武蔵と決闘を行っている。武蔵も7年間を小倉で過ごしている。
小倉城と小倉城庭園のあと、八坂神社に参拝して「松本清張記念館」に向かった。
松本清張は明治42年に現在の北九州市小倉北区に生まれている。
松本清張の著書は約700冊といわれるが、その中で最初に映画化された小説は何か？「点と線」や「ゼロの焦点」ではなく「顔」という余り馴染み

のない小説である。 これを記念館の担当員に質問したら、分からずに懸命に調べていた。映画では 岡田茉莉子と大木 稔 が演じている。
　この後は恒例の温泉である。「日明の湯」でゆっくりと疲れを癒した後、ビールや焼酎を飲みながらいろんな話に花が咲いて楽しい一日が終わった。
7月8月の歩こう会は夏休み、秋からの歩こう会に是非ご参加ください。

幹事；　関、大和
2015年6月27日





唐造りの天主








